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年
頭
に
あ
た
り
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
や
急
激
な

円
安
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
肥
料
や
飼
料
、
燃
油
な

ど
の
生
産
資
材
の
高
騰
・
高
止
ま
り
が
続
い
て
お
り
、
農
業
経
営

は
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
我
が
国
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

県
内
で
は
春
先
の
降
霜
や
夏
場
の
猛
暑
の
影
響
で
、
り
ん
ご
の

収
穫
量
の
激
減
や
、
品
質
の
低
下
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
一
方
で
、
水
稲
の
作
況
指
数
は
、
県
全
体
で
「
１
０
４
」
の

や
や
良
と
な
り
ま
し
た
。
局
地
的
な
豪
雨
に
加
え
、
イ
ノ
シ
シ
や

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
圃
場
の
踏
み
荒
ら
し
お
よ
び
食
害
に
よ
る

水
稲
の
収
穫
皆
無
耕
地
に
対
し
て
は
、
共
済
金
の
早
期
支
払
い
の

た
め
共
済
金
の
仮
渡
し
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
迅
速
か
つ
公
平

な
損
害
評
価
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

収
入
保
険
に
ご
加
入
の
方
に
は
、
無
利
子
の
つ
な
ぎ
融
資
を
ご

利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
制
度
の
強
み
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
岩
手
県
下
で
３
８
０
０
を
超
え

る
経
営
体
の
方
に
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
収
入
保
険
制
度
は
、

品
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
収
入
減
少
を
補
て
ん
す
る
制
度
で

す
。
青
色
申
告
を
さ
れ
て
い
る
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
ご
加
入
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
で
は
、
組
織
の
さ
ら
な
る
合
理
化
・
効
率
化
を
国
か
ら
指

導
さ
れ
て
お
り
、
今
年
４
月
１
日
に
、
現
在
７
つ
の
地
域
セ
ン

タ
ー
を
県
北
基
幹
セ
ン
タ
ー
（
盛
岡
市
）
と
県
南
基
幹
セ
ン
タ
ー

（
奥
州
市
）
の
２
つ
に
統
合
し
、
本
所
を
現
中
部
地
域
セ
ン
タ
ー

（
花
巻
市
）
に
移
転
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

組
合
員
の
経
営
安
定
と
農
業
生
産
力
の
発
展
に
寄
与
で
き
る

組
織
体
制
の
強
化
を
目
指
し
、
農
業
共
済
制
度
と
収
入
保
険
制
度

を
両
輪
と
し
た
盤
石
な
農
家
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、

役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
制
度
の
普
及
・
定
着
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
災
害
の
な
い
年
に
な
る
こ
と
と
、
組
合
員
の

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

組
合
長
理
事	

菊
　
地
　
一
　
男

副
組
合
長
理
事 

兼

盛
岡
地
域
・
統
括
理
事	

沼
　
田
　
弘
　
美

中
部
地
域
・
統
括
理
事	

阿
　
部
　
勝
　
昭

胆
江
地
域
・
統
括
理
事	

及
　
川
　
良
　
男

磐
井
地
域
・
統
括
理
事	

千
　
條
　
幸
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・
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理
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菊
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孝
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・
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菊
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政
　
喜
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括
理
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小
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藏

理
　
　
事	

菊
　
池
　
俊
　
二

理
　
　
事	

髙
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明

理
　
　
事	

長
　
澤
　
　
　
勉

理
　
　
事	

千
　
葉
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理
　
　
事	
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内
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人

理
　
　
事	

藤
　
原
　
俊
　
幸

理
　
　
事	

杉
　
浦
　
正
　
治

理
　
　
事	

松
　
浦
　
保
　
往

理
　
　
事	

菊
　
池
　
康
　
祝

理
　
　
事	

久
　
保
　
　
　
淳

代
表
監
事	

後
　
藤
　

　
男

監
　
　
事	

長
　
沢
　
雅
　
彦

監
　
　
事	

竹
　
田
　
富
　
雄

	

ほ
か
　
職
員
一
同

本
年
も
よ
ろ
し
く

　
　
お
願
い
い
た
し
ま
す

 

水 

稲

　

６
月
中
旬
か
ら
７
月
中
旬
の
長
雨

お
よ
び
曇
天
に
よ
り
、
い
も
ち
病
が

発
生
し
た
ほ
か
、
７
月
か
ら
８
月
の

高
温
の
影
響
で
水
不
足
と
な
り
、
生

育
不
良
に
よ
る
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
圃ほ

場
の

踏
み
荒
ら
し
被
害
や
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

と
ク
マ
に
よ
る
食
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
獣
害
や
土
砂
流
入
に
よ
り

収
穫
皆
無
と
な
っ
た
耕
地
に
対
し
て

は
、
※
共
済
金
の
仮
渡
し
を
実
施
し
ま

し
た
。

※
共
済
金
の
仮
渡
し
…
収
穫
皆
無
な
ど
で

共
済
金
の
見
込
み
額
が
確
定
し
て
い
る

と
き
に
、
仮
渡
し
と
し
て
共
済
金
の
一

部
を
早
期
に
支
払
う
こ
と

 

麦
　

雪
解
け
が
遅
れ
た
圃
場
で
排
水
が

間
に
合
わ
ず
湿
潤
状
態
と
な
っ
た
こ

と
や
、
出
穂
期
に
低
温
が
続
い
た
こ

と
に
よ
り
、
生
育
不
良
が
発
生
し
ま

し
た
。

 

ホ
ッ
プ

　

７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
の
高
温

と
降
雨
不
足
に
よ
る
干
害
で
生
育
が

停
滞
し
、
毬
花
の
枯
死
や
肥
大
不
足

が
発
生
し
ま
し
た
。

 

ぶ
ど
う

　

５
月
９
日
の
低
温
お
よ
び
降
霜
に

よ
っ
て
花
芽
が
生
育
不
良
と
な
り
、

粒
の
欠
落
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

梅
雨
明
け
後
、
７
月
下
旬
か
ら
の

長
期
的
な
高
温
で
生
育
不
良
と
な
り
、

果
実
の
日
焼
け
や
萎
縮
が
発
生
し
ま

し
た
。

共済金をお支払いしました
令和５年産水稲（半相殺方式）、麦、ホップ、ぶどうの共済金をお支払いしました。

地域
センター名

水　稲
（半相殺方式） 麦 ホップ ぶどう

戸  数 共済金（円） 戸  数 共済金（円） 戸  数 共済金（円） 戸  数 共済金（円）

盛　岡 19 1,259,476 53 24,341,212 0 0 11 2,274,900 

中　部 4 192,102 6 1,362,756 2 1,687,420 1 43,350 

胆　江 2 17,372 0 0 0 0 ー ー 

磐　井 45 3,452,382 0 0 ー ー 1 49,140 

東南部 23 2,719,728 0 0 7 1,718,360 ー ー 

宮　古 15 828,402 0 0 ー ー ー ー 

北　部 24 1,572,772 1 390,112 3 1,182,860 ー ー 

計 132 10,042,234 60 26,094,080 12 4,588,640 13 2,367,390 

地域センターごとの共済金支払状況 （令和 5 年 12 月末現在）
「ー」は引受がありません。

令和５年産共済金支払状況

低温および降霜による凍霜害が発生し、粒が欠落
したぶどう（撮影場所：紫波町）

主 

な 

被 
害 
状 
況

新
年
の
あ
い
さ
つ

盤
石
な
農
家
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
構
築

組
合
長
理
事

   

菊
地 

一
男
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広
報
紙
で
は
提
出
議
案
の
概
要
と
主
な

質
問
・
答
弁
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
議
事
録
に
整
備
し
て
い

ま
す
の
で
、
本
所
お
よ
び
各
地
域
セ
ン

タ
ー
で
ご
覧
く
だ
さ
い

　
令
和
５
年
11
月
22
日
、
盛
岡
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
令
和
５
年
度
第
１
回
臨
時
総
代

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
遠
野
市
の
佐
藤
隆
則
総
代
が
議
長
に
選

出
さ
れ
、
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
全
５
議

案
が
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

 

議
案
第  1
号

岩
手
県
農
業
共
済
組
合
定
款
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

　

令
和
６
年
４
月
の
地
域
セ
ン
タ
ー
の
統
廃
合
を
前

に
、
事
務
所
の
所
在
地
お
よ
び
統
括
理
事
に
係
る
規
定

を
整
備
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
代
選
挙
に
関
す
る
手
続
き
な
ど
の
期
間
を

確
保
で
き
る
よ
う
に
、
公
告
お
よ
び
立
候
補
の
期
限
を

変
更
し
ま
し
た
。

議
案
第
１
号
に
関
す
る
質
問

　

災
害
時
な
ど
、
す
ぐ
に

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き

に
、
地
域
セ
ン
タ
ー
の
統

廃
合
に
よ
る
影
響
が
出
な

い
か
心
配
し
て
い
ま
す
。

答
弁

　
地
域
セ
ン
タ
ー
を
営
業
所
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
よ
り

小
さ
く
エ
リ
ア
を
分
割
し
、
基
幹
セ
ン
タ
ー
に
近
い
エ

リ
ア
で
は
基
幹
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
対
応
し
て
業
務
を

分
担
し
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
な
職
員
を

養
成
し
、
地
域
課
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
に
対
応
し
ま
す
。

共
済
部
長
に
も
従
前
通
り
の
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

 

議
案
第  2
号

岩
手
県
農
業
共
済
組
合
事
業
規
程
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

　
農
業
共
済
組
合
模
範
事
業
規
程
例
の
基
準
の
一
部
改

正
な
ど
に
伴
い
、事
業
規
程
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
家
畜
共
済
の
共
済
掛
金
を
分
割
し
て
支
払
う
場
合
の

分
割
回
数
を
最
大
12
回
と
し
ま
す
。
分
割
し
て
支
払
う

場
合
は
、
各
回
の
共
済
掛
金
の
支
払
額
を
均
等
割
し
た

金
額
の
ほ
か
、
組
合
が
別
に
提
示
す
る
金
額
か
ら
組
合

員
が
選
択
し
た
金
額
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
果
樹
共
済
で
引
き
受
け
が
見
込
ま
れ
な
い
ぶ

ど
う
４
類
を
廃
止
し
た
ほ
か
、
地
域
セ
ン
タ
ー
の
統
廃

合
に
伴
い
、
畑
作
物
共
済
の
加
入
申
込
期
間
お
よ
び
組

合
員
負
担
共
済
掛
金
の
払
込
期
限
を
統
一
し
ま
し
た
。

 

議
案
第  3
号

農
作
物
共
済
に
係
る
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率

の
設
定
に
つ
い
て

 

議
案
第  4
号

園
芸
施
設
共
済
に
係
る
危
険
段
階
別
共
済
掛
金

率
の
設
定
に
つ
い
て

　
損
害
率
に
応
じ
た
掛
金
負
担
と
す
る
た
め
、
直
近
20

年
間
の
平
均
損
害
率
で
41
の
危
険
段
階
区
分
数
を
設
定

し
ま
す
。

　
農
作
物
共
済
の
水
稲
は
令
和
６
年
産
、
麦
は
令
和
７

年
産
よ
り
適
用
し
、
園
芸
施
設
共
済
は
令
和
６
年
４
月

１
日
以
降
に
責
任
期
間
が
始
ま
る
共
済
関
係
か
ら
適
用

し
ま
す
。

実
施
体
制
の

新
た
な
改
善
計
画
を
策
定

― 

全
議
案
を
可
決・承
認

令和５年度
第１回 

臨時総代会

提
出
議
案

総代総数……………… 224名
本人出席…………………95名
書面出席……………… 127名
出席者合計………… 222名
議決権数……… 221（議長を除く）

総代会とは
　組合員の声を反映させる実質的
な最高意思決定機関。組合員の代表

（総代）が出席し、理事から提出さ
れた議案を審議します。

あいさつする菊地一男組合長

熊谷 郁男 総代（一関市）

議長をつとめた遠野市の佐藤隆則総代

賛
成
2
2
1
、
反
対
0

賛
成
2
2
1
、
反
対
0

賛
成
2
2
1
、
反
対
0

賛
成
2
2
1
、
反
対
0

直近の 20 年間の平均損害率をもとに加入者を 41 区分に
分類して、損害率に応じた掛金負担にします。被害が少な
ければ段階的に区分が下がり、掛金が安くなります

図　危険段階別共済掛金率のイメージ

41区分

共済掛金

-20 -19
-18

0

18
19

20

低 高

新規加入の方は
0の区分になります
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賛
成
2
2
1
、
反
対
0

 
議
案
第  5
号

「
農
業
共
済
団
体
に
対
す
る
監
督
指
針
」（
令
和

５
年
３
月
改
正
）
に
お
け
る
実
施
体
制
の
改
善

計
画
に
つ
い
て

　
「
農
業
共
済
団
体
に
対
す
る
監
督
指
針
」（
令
和
５
年

３
月
改
正
）
に
基
づ
き
、
本
組
合
に
お
け
る
実
施
体
制

の
改
善
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

   

役
員
体
制
等

①
役
員
定
数
の
見
直
し

　
将
来
の
組
合
員
数
の
見
通
し
に
よ
り
、
令
和
９
年
６

月
の
改
選
期
に
理
事
定
数
を
見
直
し
ま
す
。

②
女
性
役
員
の
登
用

　
組
合
運
営
に
女
性
の
参
画
を
促
進
す
る
方
策
、
仕
組

み
づ
く
り
を
検
討
し
、
令
和
９
年
６
月
の
改
選
時
に
登

用
し
ま
す
。

③
総
代
定
数
の
見
直
し

　

お
お
む
ね
組
合
員
３
０
０
人
に
１
人
の
割
合
と
し

て
、
令
和
９
年
５
月
の
改
選
期
に
向
け
て
総
代
定
数
を

見
直
し
ま
す
。

　

   

加
入
推
進
体
制
等

①
組
合
員
と
の
接
点
維
持

　
地
域
セ
ン
タ
ー
統
廃
合
後
、
各
区
域
内
で
主
に
外
勤

に
当
た
る
地
域
課
を
設
置
し
、接
点
維
持
を
図
り
ま
す
。

②
関
係
機
関
と
の
連
携

　
農
業
保
険
加
入
推
進
協
議
会
を
定
期
開
催
し
、
関
係

機
関
な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、
効
果
的
な
推
進
体

制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

③
職
員
と
共
済
関
係
者
・
地
域
の
接
点
維
持

　
地
域
セ
ン
タ
ー
統
廃
合
後
、
職
員
と
共
済
関
係
者
の

接
点
を
維
持
で
き
る
体
制
を
整
備
し
、
地
域
実
情
を
考

慮
し
た
共
済
関
係
者
の
委
嘱
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

　

   

法
令
遵じ

ゅ
ん

守
態
勢

①
共
済
掛
金
等
の
納
入
に
か
か
る
利
便
性
の
向
上

　
口
座
振
替
、
窓
口
納
入
で
き
る
金
融
機
関
の
拡
大
や

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
導
入
で
、
現
金
集
金
の
廃
止
を
検
討

し
ま
す
。

②
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化

　
役
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
な
ど
で
、
不
祥
事
件
や

事
務
処
理
の
誤
り
な
ど
の
未
然
防
止
を
図
り
ま
す
。

③
相
談
窓
口
に
関
す
る
検
討

　
組
合
内
部
の
相
談
窓
口
の
一
本
化
や
、
女
性
職
員
担

当
者
の
配
置
と
外
部
相
談
窓
口
の
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

　

   

効
率
的
な
運
営
の
推
進

①
業
務
の
合
理
化
・
効
率
化

　
地
域
セ
ン
タ
ー
統
廃
合
に
よ
る
合
理
化
・
効
率
化
を

検
証
し
、
適
時
改
善
し
ま
す
。
ま
た
、
農
林
水
産
省
共

通
申
請
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
と
そ
の
体
制
を
整
備
す

る
た
め
、
賦
課
単
価
の
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

②
営
業
所
の
配
置

　
地
域
セ
ン
タ
ー
統
廃
合
後
の
機
能
と
役
割
を
検
証
し

た
上
で
縮
小
、
廃
止
を
含
め
て
検
討
し
ま
す
。

③
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
業
務

　
勤
怠
管
理
・
給
与
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
業
務
内
容

の
見
直
し
と
集
約
が
可
能
な
総
務
部
門
の
業
務
一
本
化

を
図
り
、
業
務
の
効
率
化
を
目
指
し
ま
す
。

④
適
正
な
職
員
数
の
検
討

　
最
低
限
必
要
な
職
員
数
を
検
討
し
、
採
用
計
画
を
適

時
見
直
す
と
と
も
に
、
経
験
者
採
用
を
含
め
た
人
員
確

保
を
検
討
し
ま
す
。

⑤
家
畜
診
療
所
の
運
営
改
善

　

運
営
継
続
の
た
め
の
抜
本
的
運
営
体
制
の
再
構
築

を
、
収
支
改
善
と
職
員
の
労
働
環
境
整
備
の
観
点
か
ら

検
討
し
実
施
し
ま
す
。
併
せ
て
、
獣
医
療
を
提
供
す
る

体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
の
岩
手
県
計
画
に
基
づ
き
、

地
域
行
政
や
畜
産
関
連
団
体
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
対
応
し
ま
す
。

議
案
第
５
号
に
関
す
る
質
問

　

女
性
役
員
の
登
用
と
い

う
話
が
あ
り
ま
す
が
、
新

し
い
機
構
に
な
っ
た
後
の

管
理
職
は
何
人
に
な
る
予

定
で
す
か
。
ま
た
、現
在
、

女
性
の
管
理
職
は
何
人
で

し
ょ
う
か
。
女
性
活
躍
の
世
の
中
な
の
で
、
ど
ん
ど
ん

登
用
し
て
活
性
化
を
図
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

答
弁

　
令
和
６
年
４
月
１
日
に
は
47
人
の
管
理
職
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、現
在
、管
理
職
に
は
一
般
職
４
人
、

獣
医
師
１
人
の
計
５
人
の
女
性
を
登
用
し
て
い
ま
す
。 阿部 幸義 総代（奥州市）

　ＮＯＳＡＩの意向を組合員
の皆さんに伝えるほか、広報
紙などの配布や組合員の皆
さんから提出される書類の取
りまとめなど、ＮＯＳＡＩと
組合員の皆さんとの「橋渡し
役」を担います。

　水稲共済などで被害申告
があった耕地や園地を調査し
て、見込収量などを決定しま
す。共済金支払いの基礎と
なります。

　損害評価員の調査結果が
適正かどうかを調べます。ま
た、各共済の部会を開催し
て損害額の認定などの重要
事項を審議します。

任
期
が
満
了
し
ま
す

総
代
選
挙
を
実
施

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
職
員
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
業

務
の
一
部
を
地
域
の
皆
さ
ま
に
委
嘱
し
て
事
業
を
運

営
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
総
代
、
共
済
部
長
、
損
害

評
価
員
、
損
害
評
価
会
委
員
の
任
期
が
満
了
す
る
た

め
、
改
選
の
年
と
な
り
ま
す
。

共
済
部
長
の
役
割

損
害
評
価
員
の
役
割

損
害
評
価
会
委
員
の
役
割

総
代
の
役
割

　
組
合
員
の
代
表
と
し
て
、
総
代
会
（
４
～
６
ペ
ー
ジ
参
照
）
へ

出
席
し
て
、
組
合
の
意
思
を
決
定
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
総
代
は

必
ず
組
合
員
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
総
代
は
組
合
員
に
よ
る
選
挙
で
決
定
し
ま
す
。
た
だ
し
、
立
候

補
ま
た
は
推
薦
に
よ
っ
て
受
付
期
間
内
に
定
数
通
り
と
な
っ
た
場

合
、
無
投
票
で
当
選
者
が
決
ま
り
ま
す
。

役 職 名 任期満了年月日 改選後の任期
（３年間を基本とします） 

総 代 令和6年4月30日 令和6年5月1日～令和9年4月30日

共 済 部 長 令和6年3月31日 令和6年4月1日～令和9年3月31日

損 害 評 価 員 令和6年3月31日 令和6年4月1日～令和9年3月31日

損害評価会委員 令和6年5月31日 令和6年6月1日～令和9年5月31日

選　挙　区 総代
定数

盛岡市（盛岡地域）・滝沢
市・雫石町 12

八幡平市 10
盛岡市（玉山地域）・葛巻
町・岩手町 10

盛岡市（都南地域）・紫波
町・矢巾町 18

花巻市 23
北上市・西和賀町 20
奥州市水沢・金ケ崎町 13
奥州市江刺 13
奥州市前沢・奥州市衣川・
奥州市胆沢 16

一関市一関地域 9
一関市花泉地域・平泉町 9

選　挙　区 総代
定数

一関市大東地域・一関市
東山地域 10

一関市千厩地域・一関市
室根地域 7

一関市藤沢地域・一関市
川崎地域 6

大船渡市・陸前高田市・
住田町 7

遠野市・釜石市・大槌町 15
宮古市・山田町・岩泉町・
田野畑村 8

二戸市・一戸町・軽米町・
九戸村 17

久慈市・洋野町・野田村・
普代村 7

役職名と任期

総代選挙区と定数

合計 230

詳
し
い
日
程
は
広
報
紙
№
53
（
３
月
発
行
）
に
掲
載
し
ま
す

1

34

2
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岩 泉町釜
か ま つ た

津田地区の佐々木松郎さん（67）は、日本短角種
（以下＝短角牛）を飼育する傍ら、農事組合法人釜津田

肉牛生産組合の組合長として、生産者の負担軽減や粗飼料の
確保に取り組んでいます。「地元の短角牛の生産に貢献したい
です」と話します。

い ばち ん

 

飼
育
に
励
み
、

 

地
元
農
家
の
支
え
に 

佐
さ さ き

々木 松
ま つ ろ う

郎 さん

岩泉町釜津田

夏
山
冬
里
方
式
で

健
康
に
育
つ

　
短
角
牛
は
、
牧
草
が
茂
る
夏
に
山
へ
放

牧
し
、
冬
に
里
の
畜
舎
へ
戻
す
「
夏な
つ
や
ま山

冬ふ
ゆ
さ
と里

方
式
」
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
飼
育
さ

れ
ま
す
。
５
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
山

の
広
大
な
放
牧
地
で
過
ご
す
た
め
、
ス
ト

レ
ス
が
少
な
い
環
境
で
健
康
に
育
つ
と
い

い
ま
す
。「
斜
面
を
自
由
に
歩
き
回
る
こ

と
で
足
腰
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
よ
」
と
佐
々

木
さ
ん
。

　
育
成
し
た
子
牛
を
市
場
へ
出
荷
し
、
繁

殖
牛
が
畜
舎
へ
戻
る
11
月
上
旬
か
ら
は
、

出
産
に
向
け
た
世
話
に
励
み
ま
す
。「
３

月
の
出
産
シ
ー
ズ
ン
は
と
て
も
忙
し
い
で

す
が
、
元
気
な
子
牛
が
産
ま
れ
る
と
う
れ

し
い
で
す
ね
」

生
産
者
同
士
の
助
け
合
い

　
同
地
区
の
短
角
牛
生
産
者
15
人
で
構
成

す
る
釜
津
田
肉
牛
生
産
組
合
は
、
生
産
者

の
作
業
負
担
軽
減
と
良
質
な
粗
飼
料
の
確

保
を
目
的
に
、
放
牧
地
の
管
理
や
牧
草
の

生
産
に
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
、
同
地
区
で
は
15
戸
の
生
産
者
が

４カ所の放牧地（計 200㌶）でのびのびと育ちます 食べ残しを掃除して畜舎を清潔に保ち、病気を予防します

「牧草の収穫量は天候に左右されるので、異常気象の発生が心配です」
と佐々木さん

牧草ロールを生産者へ届けます

牛
を
小
ま
め
に
観
察

　
佐
々
木
さ
ん
は
、
祖
父
の
代
か
ら
短
角

牛
を
飼
育
す
る
実
家
の
畜
産
業
を
27
歳
の

と
き
に
継
ぎ
ま
し
た
。「
幼
少
期
か
ら
牛

の
世
話
を
手
伝
っ
て
い
る
の
で
、
牛
は
身

近
な
存
在
で
す
」
と
佐
々
木
さ
ん
。
就
農

当
初
は
５
頭
ほ
ど
の
飼
育
頭
数
で
し
た

が
、
規
模
を
拡
大
し
、
現
在
は
繁
殖
牛
18

頭
を
含
む
21
頭
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
病
気
や
下
痢
の
予
防
を
心
が

け
、
畜
舎
の
換
気
や
敷
き
わ
ら
の
交
換
な

ど
で
清
潔
な
飼
育
環
境
を
つ
く
り
、
ひ
づ

め
の
長
さ
や
体
調
の
変
化
を
小
ま
め
に
確

認
し
ま
す
。「
自
分
が
年
を
重
ね
て
も
、

１
頭
ご
と
に
よ
く
観
察
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
す
。

約
３
０
０
頭
の
短
角
牛
を
飼
育
し
て
い
ま

す
が
、
生
産
者
の
高
齢
化
や
資
材
価
格
の

高
騰
な
ど
に
よ
り
、
畜
産
業
は
厳
し
い
状

況
だ
と
い
い
ま
す
。

　
労
働
力
不
足
で
牧
草
な
ど
粗
飼
料
の
確

保
が
難
し
い
生
産
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
佐
々
木
さ
ん
は
「
組
合
の
牧
草
を
安

く
供
給
す
る
こ
と
で
、
生
産
者
の
コ
ス
ト

軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
も
生
産
者
同
士
で
助
け
合
っ

て
飼
育
に
励
み
、
地
元
の
畜
産
を
支
え
て

い
き
た
い
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。
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帳
簿
全
相
殺
減
収
方
式

  

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

　
共
済
目
的
の
種
類
（
り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
）
ご
と
に
５
㌃

以
上
の
農
家
が
加
入
で
き
ま
す
。

　 

お
す
す
め
は
半
相
殺
減
収
総
合
方
式

　
半
相
殺
減
収
総
合
方
式
は
、
自
然
災
害
（
地
震
、

噴
火
を
含
む
）
や
鳥
獣
害
な
ど
か
ら
類
区
分
ご
と

に
減
収
量
を
把
握
し
、
共
済
金
の
支
払
額
を
算
出

で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
被
害
例

❷ 

半
相
殺
方
式

　
農
家
ご
と
に
、
耕
地
別
基
準
収
穫
量
の
合
計
２
割
（
８

割
補
償
）、
３
割
（
７
割
補
償
）、
４
割
（
６
割
補
償
）
を

超
え
る
減
収
が
あ
っ
た
場
合
に
共
済
金
を
支
払
い
ま
す
。

❸ 

品
質
方
式

　
全
相
殺
方
式
の
補
償
内
容
に
加
え
て
品
質
低
下
を
補
償

し
ま
す
。
農
家
ご
と
に
、
減
収
お
よ
び
品
質
低
下
に
伴
っ

て
収
穫
量
が
基
準
収
穫
量
を
下
回
り
、
か
つ
、
１
割
（
９

割
補
償
）、
２
割
（
８
割
補
償
）、
３
割
（
７
割
補
償
）
の
生

産
金
額
の
減
少
が
あ
っ
た
場
合
に
共
済
金
を
支
払
い
ま
す
。

❹ 

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

　
国
が
公
表
す
る
地
域
の
統
計
単
収
が
基
準
単
収
の
１
割

（
９
割
補
償
）、
２
割
（
８
割
補
償
）、
３
割
（
７
割
補
償
）

を
下
回
る
場
合
に
共
済
金
を
支
払
い
ま
す
。

　
加
入
者
個
人
の
減
収
で
は
共
済
金
が
支
払
わ
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

白
色
申
告
書
類
で

帳
簿
全
相
殺
減
収
方
式
に
加
入
で
き
ま
す

 　
白
色
申
告
書
類
と
収
穫
量
を
記
録
し
た
帳
簿
で
加
入

で
き
ま
す
。

　
過
去
４
年
間
の
収
穫
量
や
販
売
金
額
な
ど
が
確
認
で
き

る
場
合
は
、
農
家
ご
と
の
実
績
に
応
じ
た
収
量
と
単
価
で

補
償
で
き
ま
す
。

    

加
入
に
必
要
な
書
類

　
・
白
色
申
告
書
類

　
・
収
穫
量
を
記
録
し
た
帳
簿
（
過
去
４
年
間
）

　

過
去
４
年
間
の
書
類
を
準
備
で
き
な
い
場
合
は

統
計
単
収
な
ど
に
よ
り
補
完
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

  

特
約
・
特
例
を
ご
紹
介

　
加
入
耕
地
の
う
ち
、
耕
地
ご
と
の
被
害
を
補
償
す

る
「
一
筆
半
損
特
約
」
の
付
加
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

   

加
入
す
る
に
は
申
し
込
み
が
必
要

「
一
筆
半
損
特
約
」

　
農
家
ご
と
の
減
収
量
（
生
産
金
額
の
減
少
額
）
が

支
払
開
始
割
合
を
超
え
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
耕

地
ご
と
に
５
割
以
上
の
減
収
が
発
生
し
た
場
合
に
、

５
割
減
収
と
評
価
し
て
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま

す
。
基
準
収
穫
量
の
２
割
を
上
限
に
補
償
し
ま
す
。

　   

全
て
の
方
式
に
自
動
付
加
さ
れ
て
い
る
の
で

   

申
し
込
み
は
不
要　

「
一
筆
全
損
特
例
」

　
耕
地
ご
と
に
全
損
の
被
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、

基
準
収
穫
量
の
７
割
を
上
限
に
補
償
し
ま
す
。

お
す
す
め
の
加
入
方
式
は
農
家
ご
と
に
異
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

果
樹
共
済
に
関
し
て
、
詳
し
く
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

①
と
③
の
加
入
に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す

④
は
、
市
町
村
に
よ
っ
て
掛
金
が
大
き
く
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

加
入
申
し
込
み
の

受
付
が
始
ま
り
ま
す

　
近
年
、
突
発
的
な
自
然
災
害
や
獣
害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
水
稲
共
済
へ
の
加
入
と
特
約
の
付
加
で
、
耕
地
ご
と
の
災

害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
は
、
４
月
下
旬
と
５
月
上
旬
の
低
温
・
降
霜
に
よ
っ
て
、
県
内

全
域
で
り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
に
凍
霜
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
果
樹
共
済
に

加
入
し
て
、
自
然
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

水稲
共済

   

申
込
期
限
を
お
忘
れ
な
く

　
令
和
６
年
産
水
稲
共
済
に
加
入
す
る
方
は
、「
水
稲
共

済
加
入
申
込
書
兼
変
更
届
出
書
」
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

申
込
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
加
入
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

❶ 

全
相
殺
方
式

　
出
荷
書
類
な
ど
の
資
料
に
基
づ
き
共
済
金
等
を
算
定
し

ま
す
。
農
家
ご
と
に
、基
準
収
穫
量
の
１
割（
９
割
補
償
）、

２
割
（
８
割
補
償
）、
３
割
（
７
割
補
償
）
を
超
え
る
減

収
が
あ
っ
た
場
合
に
共
済
金
を
支
払
い
ま
す
。

申
込
期
間

　
　
　

 

り
ん
ご

２
月
５
日
〜
３
月
15
日

　
半
相
殺
減
収
総
合
方
式
（
短
縮
方
式
）

２
月
５
日
〜
4
月
30
日

半
相
殺
減
収
総
合
方
式
（
一
般
方
式
）、全
相
殺
方
式
、

帳
簿
全
相
殺
減
収
方
式
、
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

　
　
　

 

ぶ
ど
う

２
月
５
日
〜
4
月
10
日

半
相
殺
減
収
総
合
方
式
（
短
縮
方
式
）、
半
相
殺
減
収

総
合
方
式
（
一
般
方
式
）、
全
相
殺
方
式
、
帳
簿
全
相

殺
減
収
方
式
、
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

加
入
要
件

  

半
相
殺
減
収
総
合
方
式

  

全
相
殺
方
式

　
栽
培
面
積
が
類
区
分
（
早
生
、
中
生
、
晩
生
）
ご
と
に

５
㌃
以
上
の
農
家
が
加
入
で
き
ま
す
。

月
令和６年

日
まで

果樹
共済

風
水
害

病
虫
害

干
害

凍
霜
害

POINT

POINT

お
す
す
め
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米粉を使用した「たい焼き」
を冬季に販売予定

商 品と店 舗 の
情報はインスタ
グラムから▶︎

　

昨
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
奥

州
市
江
刺
田
原
の
「
米
こ
や
マ
ル

シ
ェ
（
菊
地
美
希
店
長
）」。
同
市

内
で
農
産
物
を
生
産
す
る
会
社
と

共
同
で
、
江
刺
地
区
産
の
「
ひ
と

め
ぼ
れ
」
を
自
家
製
粉
し
た
米
粉

を
使
っ
た
パ
ン
や
だ
ん
ご
の
ほ
か
、

同
地
区
産
の
リ
ン
ゴ
や
野
菜
な
ど

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

菊
地
店
長
は
「『
マ
ル
シ
ェ
』
は

フ
ラ
ン
ス
語
で
『
市
場
』
と
い
う

意
味
で
、
多
く
の
地
場
産
品
が
そ

ろ
う
場
を
設
け
た
い
と
思
い
、
店

を
始
め
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

販
売
す
る
パ
ン
は
25
種
類
で
、

一
番
人
気
は
も
ち
も
ち
食
感
の
「
米

粉
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
」
で
す
。「
総
菜

を
パ
ン
生
地
に
入
れ
て
焼
い
た
『
こ

め
こ
ろ
ん
』
も
種
類
が
多
く
て
人

気
で
す
」
と
菊
地
店
長
。

　
「
パ
ン
に
は
地
元
で
取
れ
た
農
産

物
を
使
っ
て
い
ま
す
。
お
近
く
に

お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く

だ
さ
い
」
と
お
す
す
め
し
ま
す
。

地
場
産
品
を
扱
う
パ
ン
屋
さ
ん

「米粉クロワッサン」３個入り 350 円（プレーン）、380 円
（チョコ）（どちらも税込み）

奥州市

●米こやマルシェ
　奥州市江刺田原字稲荷89-3
　℡0197-47-3604
●営業時間11：00～
　※商品が無くなり次第、
　　営業終了
　定休日／月・火・水曜日

至水沢
　市街

至江刺
　市街

至江刺玉里

至
一
関
市
大
東
町

●

●
●

●

456 ★
米こやマルシェ

大日簡易
郵便局

J
A
江
刺

江
刺
ふ
る
さ
と
市
場

田原小学校

奥州警察署
田原駐在所

東
北
新
幹
線

　
一
関
市
赤あ

こ
お
ぎ荻

の
「
リ
カ
ー
シ
ョ
ッ

プ
ホ
シ
（
星
誠
一
社
長
）」
で
は
、

令
和
3
年
４
月
か
ら
同
市
産
の
食

材
を
使
っ
た
「
一
関
餃
子
」
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
「
皆
さ
ん
に
一
関
餃
子
を
通
じ

て
、
一
関
の
さ
ま
ざ
ま
な
農
産
物
や

生
産
者
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
」
と
同
店
の
星
和
彦
代
表
の
妻
・

陽
子
さ
ん
。

　
取
り
扱
う
の
は
、
ギ
ョ
ー
ザ
の
皮

に
同
市
産
の
カ
ボ
チ
ャ
「
南
部
一

郎
」
を
練
り
込
ん
だ
「
南
部
一
郎
か

ぼ
ち
ゃ
餃
子
」
や
同
市
下し

も
お
お
く
わ

大
桑
産
の

羊
肉
を
使
っ
た
「
ヒ
ツ
ジ
の
餃
子
」

な
ど
４
種
類
で
す
。

　

ヒ
ツ
ジ
の
餃
子
は
、
同
店
内
の

厨ち
ゅ
う
ぼ
う
房
で
手
作
り
し
ま
す
。
羊
肉
の
食

感
を
楽
し
め
る
よ
う
、
粗
く
切
る
よ

う
に
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
陽
子
さ
ん
は
「
ギ
ョ
ー
ザ
と
い
え

ば
ビ
ー
ル
で
す
が
、
一
関
餃
子
は
辛

口
の
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
が

お
す
す
め
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

盛
岡
市
上
田
の
「
す
っ
ぱ
い
林り

ん
ご檎

の
専
門
店
。（
藤
野
里
美
代
表
）」は
、

リ
ン
ゴ
の
酸
味
を
生
か
し
た
「
リ

ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
」
や
「
ア
ッ
プ
ル

パ
イ
」
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

同
店
は
、酸
味
の
強
さ
を
「
す
っ

ぱ
さ
レ
ベ
ル
」
と
し
て
、
商
品
ラ

ベ
ル
に
表
記
し
て
い
ま
す
。
同
市

内
で
観
光
農
園
を
営
む
有
限
会
社

サ
ン
フ
ァ
ー
ム
の
ほ
か
、
県
内
外

の
生
産
者
か
ら
酸
味
の
強
い
リ
ン

ゴ
を
取
り
寄
せ
て
い
ま
す
。

「
品
種
に
よ
っ
て
異
な
る
リ
ン
ゴ

の
酸
味
を
楽
し
め
ま
す
よ
」
と
藤

野
代
表
。
特
に
、
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー

ス
は
品
種
ご
と
に
色
合
い
が
違
う

の
で
、
目
で
も
楽
し
め
る
の
が
魅

力
で
す
。

　

藤
野
代
表
は
「
酸
っ
ぱ
い
も
の

が
好
き
な
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
実
際
に
食
べ
て
み
て
、

品
種
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
」
と
Ｐ
Ｒ
し
ま

す
。

●すっぱい林檎の専門店。
　盛岡市上田1-11-23
　℡050-3700-0056
●営業時間
　11：00～17：00
　定休日／月・火曜日、年末
　年始（不定休有り）

「今後は『奥州いわいどり』
を使ったギョーザを開発し
たいです」と陽子さん（左）、
和彦代表

「商品を通して、リンゴの加
工品としての多様性を感じ
てもらえたらうれしいです」
と有限会社サンファームの
吉田聡代表

「旬の野菜を使ったオリジナ
ルメニューが好評です。県外
からのお客さまも多いです
よ」と小林店主

ギ
ョ
ー
ザ
で
一
関
を
Ｐ
Ｒ

「
す
っ
ぱ
い
」の
魅
力
を
商
品
化

一関餃子「ヒツジの餃子」１０個入り1,080 円（税込み）

「リンゴジュース（180㍉㍑）」、「アップルパイ（１ピース）」
各 432 円（どちらも税込み）

盛岡市

本日のランチ「自家製濃厚トマトソースと野菜たっぷりの
スパゲッティ」1,200 円（税込み）

二戸市

　

二
戸
市
仁に
さ
た
い

左
平
に
昨
年
11
月

オ
ー
プ
ン
し
た
「
パ
プ
リ
カ
ヘ
ヴ

ン
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
（
小
林
由
広
店
主
）」。

小
林
店
主
が
自
ら
栽
培
し
た
野
菜

を
調
理
し
、
カ
レ
ー
や
パ
ス
タ
な

ど
３
～
５
種
類
の
メ
ニ
ュ
ー
を
日

替
わ
り
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

36
㌃
の
畑
で
ト
マ
ト
や
ピ
ー
マ

ン
な
ど
を
栽
培
す
る
小
林
店
主
。

料
理
に
使
う
野
菜
は
店
舗
に
隣
接

す
る
畑
で
収
穫
し
ま
す
。
作
物
ご

と
に
複
数
品
種
を
作
付
け
し
、
料

理
に
よ
っ
て
使
い
分
け
て
い
ま
す
。

　

小
林
店
主
は
「
ト
マ
ト
は
20
品

種
以
上
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
サ

ラ
ダ
や
ス
ー
プ
な
ど
に
使
い
分
け

て
野
菜
の
お
い
し
さ
を
引
き
出
し

て
い
ま
す
よ
」
と
話
し
ま
す
。

　

同
市
産
の
リ
ン
ゴ
を
使
っ
た

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
な
ど
、
自
家
製
ス

イ
ー
ツ
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
小

林
店
主
は
「
お
客
さ
ま
に
と
っ
て

憩
い
の
場
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

●パプリカヘヴンCafe
　二戸市仁左平戸花8-2
　℡0195-43-3633
●営業時間
　火～木 11：00～21：00
　金・土 11：00～23：00
　日　   11：00～16：00

定休日／月曜日

自
家
産
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
ラ
ン
チ

一関市

至青森県

至二戸市内
至一戸町

馬淵
川

至軽米町

★
岩手県立二戸病院●

ローソン二戸
金田一荒田店
●

パプリカヘヴン
Cafe

395

4

セブンイレブン
岩手県立
中央病院前店

●

岩手県立中央病院
●

盛岡上田
郵便局
●

岩手県立
盛岡第一
高等学校

●

すっぱい林檎の
専門店。

★

至
高
松

至
三
ツ
割

至盛岡市内

至盛岡市内

●リカーショップホシ
　一関市赤荻上袋199-3
　℡0191-25-2247
●営業時間
　9：00～19：00
　定休日／不定休

一関I.C.

342

★
リカーショップホシ

至一関市内

至
一
関
市
内

至厳美渓
至平泉町

至宮城県

東
北
自
動
車
道

●
ファミリーマート一関赤萩店

●

岩手県立
一関清明
支援学校本校舎

●岩手県立一関第二
高等学校
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収入
保険

③ 

復
旧
費
用
特
約

  

復
旧
を
条
件
に
再
建
築
価
額
の
最
大
８
割
ま
で
補
償

　
被
害
を
受
け
た
ハ
ウ
ス
本
体
お
よ
び
附ふ
た
い帯
施
設
の
復
旧

に
要
す
る
費
用
を
補
償
し
ま
す
。

 

お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト

　
　

②
と
③
を
併
せ
て
加
入
す
る
と
、
再
建
築
価
額
の

１
０
０
％
ま
で
の
補
償
と
な
り
ま
す
（
特
約
に
国

の
掛
金
補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

   
園
芸
施
設
共
済
に
ご
加
入
の
方
へ

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
速
や
か
に
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

● 

事
故
が
あ
っ
た
と
き

● 

被
覆
期
間
や
被
覆
材
の
変
更

● 

増
築
や
改
築

● 

譲
渡　
な
ど

　
連
絡
が
な
い
ま
た
は
、
連
絡
が
遅
れ
た
と
き
は
共
済
金

が
支
払
わ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

加
入
者
の
声

加
入
者
の
声

備
え
は
万
全
に

　

令
和
４
年
12
月
に
建
て
た
ば
か
り
の
育
苗
ハ
ウ
ス

１
棟
が
、
昨
年
４
月
の
強
風
で
全
壊
し
ま
し
た
。

　

風
当
た
り
が
強
い
場
所
だ
っ
た
の
で
、
見
回
り
を

す
る
な
ど
気
に
か
け
て
い
ま
し
た
が
、パ
イ
プ
が
次
々

と
抜
け
て
ハ
ウ
ス
が
つ
ぶ
れ
る
様
子
を
目
の
当
た
り

に
し
た
と
き
は
、
自
然
の
力
に
驚
き
ま
し
た
ね
。

　

園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
た
際
、
撤
去
・
復
旧
費

用
特
約
を
付
帯
し
ま
し
た
。
共
済
金
の
ほ
か
に
撤
去

費
用
を
受
け
取
り
、
復
旧
費
用
の
ほ
と
ん
ど
を
賄
う

こ
と
が
で
き
て
助
か
り
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
は
補
強
の

パ
イ
プ
と
防
風
網
を
設
置
し
、
建
て
直
し
ま
し
た
。

　

昨
今
は
気
象
災
害
が
多
く
、
い
つ
ど
ん
な
被
害
が

起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
経
営
を
続
け

る
た
め
の
必
要
経
費
と
し
て
、
加
入
の
際
に
特
約
を

付
帯
す
る
な
ど
、
備
え
は
万
全
に
し
て
お
い
た
ほ
う

が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
就
農
当
初
に
青
色
申
告
を
始
め
ま

し
た
。
収
支
決
算
を
し
っ
か
り
す
る

こ
と
で
、
農
業
経
営
の
見
直
し
に
つ

な
が
り
ま
す
。
特
別
控
除
を
受
け
ら

れ
る
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
で
す
ね
。

　
収
入
保
険
に
加
入
す
る
に
は
青
色

申
告
の
書
類
が
必
要
で
す
。
収
支
を

明
確
に
し
て
経
営
を
振
り
返
る
だ
け

で
は
な
く
、
加
入
へ
の
第
一
歩
と
し

て
青
色
申
告
を
始
め
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

特
約
を
付
加
し
ま
せ
ん
か

　
強
風
や
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に
備
え
て
特
約
を
付
加
し
、
ハ
ウ
ス
の
補
償
を
充
実

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

   

特
約
と
の
セ
ッ
ト
加
入
を

　
お
す
す
め
し
ま
す

　
補
償
を
充
実
さ
せ
る
３
つ
の
特
約
を
紹
介
し
ま
す
。

① 

小
損
害
不
塡て
ん
補
１
万
円
特
約

  

損
害
額
が
１
万
円
を
超
え
る
小
さ
な
損
害
か
ら
補
償

　

１
事
故
１
棟
ご
と
に
損
害
額
が
３
万
円
ま
た
は
※

共
済

価
額
の
５
％
を
超
え
る
場
合
を
選
択
し
て
い
る
ハ
ウ
ス
に

付
加
で
き
ま
す
。

　
こ
の
特
約
は
少
額
の
掛
金
で
付
加
で
き
ま
す
。
な
お
、

小
損
害
不
塡
補
の
10
・
20
・
50
・
１
０
０
万
円
を
選
択
し

た
場
合
は
付
加
で
き
ま
せ
ん
。

※
共
済
価
額
…
建
設
後
の
時
間
経
過
に
伴
う
価
値
低
下
を
考
慮

し
た
時
価
評
価
額
の
こ
と

② 

付
保
割
合
追
加
特
約

  

共
済
価
額
の
１
割
ま
た
は
２
割
の
補
償
を
上
乗
せ

　
付
保
割
合
（
補
償
割
合
）
は
１
棟
ご
と
に
４
～
８
割
を

選
択
で
き
ま
す
が
、
８
割
を
選
択
し
た
棟
は
、
補
償
割
合

を
最
大
２
割
上
乗
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

青
色
申
告
へ
の
切
り
替
え
は

３
月
15  
日
ま
で

　

令
和
６
年
分
の
個
人
の
税
務
申
告
を
青

色
申
告
に
切
り
替
え
る
た
め
の
申
請
期
限

は
令
和
６
年
３
月
15
日
で
す
。
収
入
保
険

へ
の
加
入
を
希
望
す
る
白
色
申
告
の
方

は
、期
限
ま
で
に
納
税
地
の
税
務
署
へ
「
所

得
税
の
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
お
よ
び

「
開
業
届
」
な
ど
の
書
類
を
提
出
し
ま
し
ょ

う
。

※
法
人
の
場
合
は
事
業
年
度
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
納
税
地
の
税
務
署
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い

書
類
は
写
し
を
取
り
ま
し
ょ
う

税
務
署
へ
提
出
す
る
書
類
は
、
収
入
保
険

の
手
続
き
（
法
人
化
や
経
営
移
譲
、
相
続

な
ど
に
よ
る
契
約
承
継
手
続
き
な
ど
）
の

際
に
必
要
で
す

収
入
保
険
に
ご
加
入
の
方
へ

確
定
申
告
後
は

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
提
出
を

　
税
務
署
（
ま
た
は
eイ
ー
タ
ッ
ク
ス

-

T
a
x
）
へ
提
出

し
た
令
和
５
年
分
の
税
申
告
書
類
（
確
定

申
告
書
第
一
表
・
青
色
申
告
決
算
書
な
ど
）

の
写
し
を
、
令
和
６
年
４
月
15
日
ま
で
に

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

が
な
い
場
合
、
令
和
５
年
契
約
の
実
績
申

告
・
保
険
金
等
の
計
算
が
で
き
ず
、
保
険

契
約
が
無
効
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
等
を
農
業
経
費
に

計
上
で
き
ま
す

　

収
入
保
険
の
保
険
料
と
付
加
保
険
料

（
事
務
費
）
は
、
税
務
申
告
の
際
、
個
人
の

場
合
は
必
要
経
費
、
法
人
の
場
合
は
損
金

に
農
業
経
費
と
し
て
計
上
で
き
ま
す
（
消

費
税
は
非
課
税
扱
い
）。
会
計
上
は
損
益

計
算
書
の
経
費
欄
に
「
農
業
共
済
掛
金
」

と
し
て
計
上
し
て
く
だ
さ
い
。

積
立
金
は
課
税
対
象
外
で
す

収
入
保
険
の
積
立
金
は
預
け
金
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
、
課
税
関
係
は
生
じ
ま
せ
ん
。

貸
借
対
照
表
の
資
産
の
部
に
「
経
営
保
険

積
立
金
」
と
し
て
計
上
し
て
く
だ
さ
い

保
険
金
等
の
支
払
い
が

見
込
ま
れ
る
方
は

　

保
険
金
等
の
お
支
払
い
が
見
込
ま
れ
る

場
合
、
そ
の
見
積
額
を
「
収
入
保
険
補
て

ん
収
入
」
と
し
て
、
令
和
５
年
分
の
農
業

収
入
金
額
（
雑
収
入
）
に
含
め
て
税
務
申

告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

保
険
金
等
の
見
積
額
の
算
出

令
和
６
年
１
月
下
旬
ご
ろ
、
収
入
保
険
に

ご
加
入
の
個
人
の
方
へ
「
保
険
金
等
見
積

額
算
出
の
ご
案
内
」
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い

収
入
保
険
に
か
か
る
税
務
・
会
計

の
取
り
扱
い
は
、
ご
加
入
時
に
お

渡
し
し
た
「
ご
契
約
の
し
お
り
（
令

和
６
年
１
月
１
日
保
険
責
任
開
始

用
）」
の
20
ペ
ー
ジ
に
詳
し
く
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す

　
園芸施設
共済

伊
い と う

藤 淳
あつし

さん（61）

扇お
う
ぎ
た田 

友と
も
か
ず和

さ
ん
（
38
）

経営内容
水稲41㌶（ひとめぼれ、銀河のしずくなど）
リンゴ2.1㌶（ふじ、シナノゴールド、ジョナ
ゴールドなど）
ハウス７棟

北上市成田

宮
古
市

手
続
き
・
提
出
は
お
早
め
に

　
収
入
保
険
の
加
入
要
件
で
あ
る
青
色
申
告
へ
の
切
り
替
え
申
請
や
税
務
申
告
の
期
限
が
近
づ
い

て
い
ま
す
。
税
制
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
特
典
が
受
け
ら
れ
る
青
色
申
告
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

 

ポ
イ
ン
ト

 

ポ
イ
ン
ト

 

ポ
イ
ン
ト

経営内容
ブロッコリー、トマトなど野菜２㌶
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令
和
６
年
度
末
ま
で
に
家
畜
人
工
授

精
業
務
を
終
了
し
ま
す

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
家
畜
診
療
所
で
は
現
在
、
家

畜
人
工
授
精
業
務
を
盛
岡
地
域
と
遠
野
地
域
で
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
５
年
11
月
７
日
開
催
の

令
和
５
年
度
第
６
回
理
事
会
に
お
い
て
、
家
畜
人

工
授
精
業
務
を
令
和
６
年
度
末
ま
で
に
終
了
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

家
畜
診
療
所
の
経
営
再
建
策

　

平
成
30
年
度
の
農
業
保
険
法
制
度
改
正
な
ど
に

伴
う
家
畜
診
療
所
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
家
畜
診
療
所
の
諸
料
金
の
値
上
げ
や
職
員

の
手
当
引
き
下
げ
、
家
畜
診
療
所
組
織
の
合
理
化

な
ど
で
経
営
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
組
合
広
報
誌
№
49
（
令
和
５
年
７
月
発
行
）

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
た
通
り
、
家
畜
診
療
所
の
収

支
は
と
て
も
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
さ
ら
な
る
経
営
再
建
策
の
ひ
と
つ
と

し
て
家
畜
人
工
授
精
部
門
を
廃
止
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
の
結
論
に
至
り
、
誠
に
不
本
意
な
が
ら
令
和

６
年
度
末
ま
で
に
家
畜
人
工
授
精
業
務
を
終
了
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

長
き
に
わ
た
り
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
の
家
畜
人

工
授
精
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
組
合
員
の
皆
さ
ま

に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
石
直
さ
ん
は
、
平
成
９
年
よ
り
釜
石
市
の

「
水
墨
画
遊
心
会
」
に
所
属
し
、
同
市
の
文

化
祭
に
作
品
を
毎
年
出
展
し
て
い
ま
す
。

　
「
働
い
て
い
た
と
き
の
上
司
に
誘
わ
れ
て
入

会
し
ま
し
た
。
最
初
の
題
材
で
だ
る
ま
を
描

い
た
と
き
に
、
水
墨
画
を
面
白
い
と
思
い
ま

し
た
」
と
石
直
さ
ん
。「
以
前
よ
り
会
員

数
は
減
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
と
話
し
な
が

ら
描
く
の
が
月
に
一
度
の
楽
し
み
で
す
」
と

話
し
ま
す
。

　

神
社
仏
閣
や
風
景
を
描
く
の
が
好
き
な

石
直
さ
ん
は
、
地
元
の
徳
昌
寺
な
ど
で
ス

ケ
ッ
チ
を
し
て
か
ら
描
い
た
り
、
画
風
が
好

み
な
先
生
の
画
集
を
模
写
し
た
り
と
、
意

欲
が
衰
え
ま
せ
ん
。
作
品
を
神
社
に
納
め

た
経
験
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。「
今
度
は
地

元
に
あ
る
遠
野
ふ
る
さ
と
村
の
景
観
を
描
い

て
み
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

石
い し じ き

直 典
の り た か

高 さん（86）

遠野市附馬牛・小林地区

共済部長歴22年

水
墨
画
歴
26
年

県内の共済部長さん
を紹介します

　
中
学
生
の
と
き
に
始
め
た
剣
道
を
今

も
続
け
て
い
ま
す
。
相
手
の
技
を
読
ん

で
勝
て
た
と
き
は
達
成
感
が
あ
っ
て
う

れ
し
い
で
す
ね
。

　
株
式
会
社
み
ち
の
く
ク
ボ
タ
に
勤
め

て
い
て
、
主
に
農
家
さ
ん
に
自
動
車
の

販
売
な
ど
の
営
業
を
し
て
い
ま
す
。

　
実
家
が
水
稲
農
家
で
、
い
ず
れ
は
農

業
を
継
ぐ
つ
も
り
で
す
。
農
繁
期
は
祖

父
や
父
と
一
緒
に
作
業
を
し
ま
す
よ
。

私
の
よ
う
に
農
家
を
目
指
し
て
い
る
若

者
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
農
家
さ
ん
に

は
農
業
の
大
切
さ
や
知
識
な
ど
を
若
い

人
に
伝
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。 北上市

及
お い か わ

川 耕
こ う き

生さん（21）

今
後
の
家
畜
人
工
授
精
体
制
に
関
し
て

　

現
在
、
対
象
地
域
の
自
治
体
や
関
係
機
関
な
ど

と
今
後
の
家
畜
人
工
授
精
技
術
提
供
体
制
の
整
備

に
関
す
る
協
議
を
始
め
、
畜
産
を
営
む
組
合
員
の

皆
さ
ま
が
困
ら
な
い
よ
う
な
家
畜
人
工
授
精
技
術

を
令
和
７
年
度
か
ら
も
提
供
で
き
る
体
制
の
整
備

を
目
指
し
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
組
合
広
報
紙
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
媒
体
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

家
畜
診
療
費
等
の
徴
収
及
び
未
収
金

等
債
権
管
理
要
領
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

・
前
年
ま
で
の
診
療
費
等
を
完
納
す
る
前
に
、
今

年
度
の
診
療
費
等
の
支
払
い
が
納
入
期
限
を
超

え
た
場
合
、
今
年
度
の
診
療
分
で
あ
っ
て
も
督

促
状
を
発
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
前
年
ま
で
の
診
療
費
等
を
完
納
す
る
前
に
、
新

た
な
未
納
診
療
費
が
発
生
し
た
場
合
や
返
済
計

画
通
り
に
診
療
費
等
が
納
入
さ
れ
な
い
場
合
は
、

債
務
の
承
認
に
加
え
て
、
保
証
人
を
立
て
て
い

た
だ
く
か
担
保
を
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
対
象
の
方
に
は
、
訪
問
の
際
に
職
員
が
ご
説
明

し
ま
す

水墨画遊心会が 10 周年を迎えた
平成 16 年には、記念の画集など
を作成しました

家
畜
診
療
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

岩手県北基幹家畜診療所
【家畜診療】TEL：019-601-8125
【人工授精】TEL：019-601-8201

北岩手家畜診療所  TEL：019-601-6033
葛巻家畜診療所  TEL：0195-66-2506
北部家畜診療所  TEL：0195-41-1105

TEL：0197-25-6909
令和５年４月１日から、磐井出張所の獣医師常駐
を停止しました。磐井管内のご依頼は岩手県南基
幹家畜診療所へお願いします

中部出張所  
TEL：0198-29-4122
遠野家畜診療所  
TEL：0198-62-5322

岩手県南基幹家畜診療所

※当日の往診依頼は、午前８時30分から９時30分ま
でです。この時間以外の往診依頼は、急患を除き、
原則として当日中の往診はできませんのでご了承く
ださい

※獣医師個人の自宅や携帯電話に直接往診依頼など
をすることはご遠慮ください

※土日祝日と夜間は、急患の受付に限定させていただ
きますのでご了承ください

診療の依頼や相談は
お近くのＮＯＳＡＩ家畜診療所へ

な
い
の
で
、
毎
日
の
継
続
が
大
切
で
す
。

１
日
３
～
５
分
間
を
目
安
に
毎
日
続
け
ま

し
ょ
う
。

二
人
以
上
で
や
る
と

脳
の
活
性
化
が
高
ま
る

　
音
読
に
よ
り
「
話
す
力
」
が
鍛
え
ら
れ

る
と
、
自
分
の
声
や
話
す
こ
と
に
対
す
る

自
信
が
つ
き
「
も
っ
と
人
と
話
し
た
い
」

「
い
ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ
り
た
い
」
と
い

う
前
向
き
な
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、人
は
「
聞
く
」
こ
と
に
よ
っ
て
、

脳
が
活
性
化
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、一
人
で
は
な
く
二
人
以
上
で
、

自
分
以
外
の
声
を
聞
き

な
が
ら
音
読
す
る
と
、

脳
の
活
性
化
が
よ
り
高

ま
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
。

家
で
も
一
人
で
も

簡
単
に
で
き
る
音
読

　
声
に
出
し
て
文
章
を
読
む
「
音
読
」
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
特

に
中
高
年
層
に
と
っ
て
重
要
な
の
が
、「
話

す
力
」
が
鍛
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。
中

高
年
に
な
る
と
「
声
が
か
す
れ
や
す
く
な

る
」「
話
し
て
い
る
途
中
で
言
葉
が
引
っ

か
か
る
」「
自
分
の
声
が
以
前
よ
り
も
低

い
と
感
じ
る
」
な
ど
の
「
話
す
力
」
の
衰

え
が
現
わ
れ
ま
す
が
、
音
読
で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
す
る
こ
と
で
、
こ
の
「
話
す
力
」
が

鍛
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　
音
読
は
、
家
で
も
一
人
で
も
簡
単
に
で

き
ま
す
。
例
え
ば
、
普
段
目
に
す
る
新
聞

や
料
理
の
レ
シ
ピ
、
テ
レ
ビ
の
字
幕
な
ど

を
声
に
出
し
て
読
め
ば
「
音
読
」
と
な
り
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
る
の
で
す
。
た
だ
し

そ
の
効
果
は
す
ぐ
に
現
わ
れ
る
も
の
で
は

音
読
は「
話
す
力
」や

音
読
は「
話
す
力
」や

脳
を
鍛
え
、気
持
ち

脳
を
鍛
え
、気
持
ち

を
前
向
き
に
す
る

を
前
向
き
に
す
る

(株)KOTOSE代表取締役。
IBC岩手放送にてアナウン
サーとして勤務後、専業主婦
を経て起業。話す力を高める
「トークブランディング企業
研修」や朗読・音読・滑舌講
座、女性起業家支援講座など
を主宰。日本滑舌能力検定協
会を創設、副理事長。

佐
さ

藤
とう

 くみこ

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
プ
ロ
の
方
に
、ち
ょ
っ
と
意
外

な「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
お
話
」を
教
え
て
い
た
だ
く

こ
の
コ
ー
ナ
ー
。５
回
目
は
、各
種「
話
し
方
講
座
」

を
主
宰
す
る
佐
藤
く
み
こ
さ
ん
の
お
話
で
す
。

5
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待
遇
・
福
利
厚
生
が
充
実

　
法
令
に
よ
る
労
働
環
境
を
整
備
し
て
い
ま

す
。▶

　

完
全
週
休
２
日
制
（
令
和
４
年
度

の
年
間
休
日
数
１
２
２
日
）

▶

　

令
和
４
年
度
の
平
均
残
業
時
間
は

　
月
7
時
間

▶

　

育
児
・
介
護
休
暇
制
度

▶

　

住
宅
手
当
・
通
勤
手
当

▶

　

定
期
健
康
診
断　
　
　
　
　
な
ど

表
紙
の
お
孫
さ
ん
と
農
家
さ
ん
の
表
情
が

幸
せ
そ
う
で
い
い
で
す
ね
。
農
家
さ
ん
の

お
か
げ
で
お
い
し
い
野
菜
や
果
物
が
食
べ

ら
れ
て
い
る
の
で
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

	
	

【
滝
沢
市
　
I
さ
ん
】

収
入
保
険
制
度
が
見
直
さ
れ
、
次
世
代
の

若
い
方
々
が
農
業
を
や
っ
て
み
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

	
	

【
遠
野
市
　
T
さ
ん
】

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
パ
ウ
ダ
ー
を
料
理
に
使

う
と
、
栄
養
素
を
摂
取
で
き
る
上
に
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
が
苦
手
な
子
供
の
好
き
嫌
い
が

改
善
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

	
	

【
一
関
市
　
M
さ
ん
】

山
田
町
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
と
九
戸
村
の

ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
食
べ
て
み
た
い
で
す
。

	
	

【
軽
米
町
　
T
さ
ん
】

地
震
が
あ
っ
た
際
に
地
区
の
担
当
者
へ
連

絡
し
た
と
こ
ろ
、
建
物
共
済
で
補
償
を
し

て
い
た
だ
け
て
助
か
り
ま
し
た
。

	
	

【
北
上
市
　
T
さ
ん
】

私
の
孫
も
神
楽
を
舞
い
ま
す
。
い
つ
か「
大

ケ
生
山
伏
神
楽
」を
見
に
行
き
た
い
で
す
。

	
	

【
金
ケ
崎
町
　
A
さ
ん
】

「
い
わ
て
の
旬
ま
る
っ
と
い
た
だ
き
ま

す
！
」
で
、
ど
ん
な
料
理
を
紹
介
し
て
く

れ
る
の
か
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

	
	

【
山
田
町
　
N
さ
ん
】

クイズと一緒に寄せられた感想の一部を紹介します

NOSAIいわてNOSAIいわて

おたより広場
今年は◯◯、共済部長、損害評価員、損害評価会委員の
任期が満了するため、改選の年となります。◯◯に当ては
まる言葉をお答えください。　（ヒント：7ページ参照）

共
済
掛
金
は
口
座
振
替
で

　

現
金
納
入
に
か
か
る
事
故
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
共
済

掛
金
な
ど
の
納
入
は
口
座
振
替

を
お
願
い
し
ま
す
。

名
義
変
更
お
忘
れ
な
く

　

経
営
移
譲
し
た
場
合
や
組
合

員
が
死
亡
し
た
場
合
な
ど
は
届

け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出
の

際
は
、ご
加
入
の
共
済
証
券
と
、

登
録
す
る
通
帳
お
よ
び
お
届
け

印
を
お
近
く
の
N
O
S
A
I
へ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

速
や
か
に
連
絡
を

⃝
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害

や
火
災
、病
虫
害
、鳥
獣
害
な

ど
が
発
生
し
た
と
き

　
被
害
を
確
認
し
ま
す
の
で
、

お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
速
や

か
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
ハ
ウ
ス
の
被
覆
期
間
の
変

更
、建
物
の
物
件
、農
機
具
の

機
種
な
ど
加
入
内
容
に
変
更

が
あ
っ
た
と
き

　
連
絡
が
遅
れ
る
と
、
共
済
金
を

お
支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⃝
家
畜
の
異
動

〈
死
亡
廃
用
共
済
〉

　

牛
の
異
動
な
ど
は
速
や
か
に

牛
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
へ

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
疾
病
傷
害
共
済
〉

　

子
牛
の
出
生
や
導
入
な
ど
で

共
済
金
額
の
変
更
を
希
望
す
る

場
合
は
、
異
動
日
か
ら
２
週
間

以
内
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

青
色
申
告
の
記
帳
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

初
め
て
の
青
色
申
告
な
ど
で

記
帳
方
法
が
分
か
ら
な
い
方
は
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
仕
訳
方
法
な
ど

の
記
帳
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
Ｊ
Ａ
の
青
色
申
告
会
な
ど

が
実
施
す
る
税
務
・
会
計
の
記

帳
代
行
業
務
と
は
異
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

水
道
管
凍
結
に
注
意

　

水
道
管
の
被
害
が
発
生
し
た

場
合
は
、
修
理
す
る
前
に
速
や

か
に
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
水

道
管
の
凍
結
損
害
で
水
ぬ
れ
が

発
生
し
て
い
な
い
場
合
も
、
１

事
故
に
つ
き
10
万
円
ま
で
補
償

さ
れ
ま
す（
パ
ッ
キ
ン
グ
の
み
に

生
じ
た
損
害
を
除
き
ま
す
）
。

からの

今 日はおじいちゃんの菌床シイタケの収穫の
お手伝い。おばあちゃんに収穫方法を聞い

て、傷をつけないように作業しました。「このシイタ
ケ大きいね」と話しながら、カゴいっぱいの収穫
を目指します。
　昨年１０月には「遠野地区児童・生徒歌ごえ発
表会」に初めて出場した凛さん。「少し緊張したけど、
来年もまた出たいです」と意気込みます。
　シイタケが少し苦手な凛さんは「頑張ってもっと
じじのシイタケを食べられるようになります」と話
しました。

11月号の答え  
「１（年分）」でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。

■応募方法
はがきに必要事項をご記入の上、ご応募ください。正解者の中から抽選
し、図書カード（500円分）を10人にプレゼントします。
■応募締切　令和6年1月31日（当日消印有効）
■応 募 先　〒020-0857 盛岡市北飯岡一丁目10番50号
　　　　　  　  NOSAIいわて「クイズ」係
■記　　入
①クイズの答え　②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年齢　⑥電話番号
⑦NOSAIや広報紙への意見・感想・質問など、ご自由にお書きください。

（氏名を省略して本紙に掲載させていただく場合があります）
※応募によって得られた個人情報は、商品の発送と広報紙作成の参考意

見とする以外の目的に利用しません

問題Q u e s t i o n？NOSAIクイズ
今
月
の

表
紙

村上 凛
り ん

 さん（9歳）

遠野市附馬牛町　村上正人さん、美喜子さんのお孫さん

お 知 ら せ

中
部
地
域
セ
ン
タ
ー
の

改
築
工
事
を
し
て
い
ま
す

　

地
域
セ
ン
タ
ー
統
合
に
向
け

て
、
中
部
地
域
セ
ン
タ
ー
の
事

務
所
を
改
築
し
て
い
ま
す
。
正

面
玄
関
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

せ
ん
の
で
、
来
所
の
際
は
事
務

所
西
側
の
出
入
り
口
の
ご
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　

令
和
5
年
10
月
13
日
付
で
１

人
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

⃝
胆
江
地
域
セ
ン
タ
ー

　
岩
渕
萌
伽

　
（
資
産
共
済
課
副
主
事
）

組
合
理
事
の
訃
報

　

令
和
5
年
11
月
26
日
に
一
関

市
の
菊
池
清
貴
統
括
理
事
が
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
る
農
業
保
険
事

業
へ
の
多
大
な
る
ご
貢
献
に
深

甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
、
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

新
た
な
統
括
理
事
に
は
一
関

市
の
千
條
幸
男
理
事
が
互
選
さ

れ
ま
し
た
。

岩
手
県
農
業
共
済
組
合

総
務
部 

人
事
課

℡
0
1
9
（
6
0
1
）
7
4
9
1

  職員を募集します

   職員募集に関する詳細は、令和６年２月にホームページなどでお知らせします
   高卒の職員は令和６年９月に募集します

お
問
い
合
わ
せ

本所 家畜課

小
お ば ら

原 新
し ん さ く

咲

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら

　

岩
手
県
農
業
共
済
組
合
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩

手
）
で
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日
採
用
の

一
般
職
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
数

一
般
職
（
事
務
処
理
お
よ
び
農
業
保
険
の
推
進
）

２
名
程
度

応
募
資
格

▶

　

大
学
院
、
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
の
い
ず
れ
か
の
学
校
を
令
和
７
年
３

月
卒
業
見
込
み
の
方
、
ま
た
は
卒
業
し
た
方
で
、

令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
で
35
歳
以
下
の
方（
長

期
勤
続
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
図
る
た
め
）

▶

　

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）
操
作
が
で

き
る
方

▶

　

農
業
に
関
心
の
あ
る
方

▶

　

普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
、
ま
た
は
令
和
７
年
３

月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方（
Ａ
Ｔ
限
定
で
も
可
）

受
付
期
間

令
和
6
年
３
月
22
日（
金
）

　
　
　
～
４
月
30
日（
火
）ま
で

採
用
試
験

▶

　

筆
記
試
験　
令
和
６
年
５
月
17
日（
金
）

▶

　

面
接
試
験　
令
和
６
年
６
月
6
日（
木
）

職
場
説
明
会

▶

　

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式　
令
和
６
年
３
月
７
日（
木
）

▶

　

対
面
形
式　
令
和
６
年
３
月
14
日（
木
）

子どもの予防接種や急な発熱に
も使える看護休暇もあるので助
かっています

19 18



〒020-0053 盛岡市上太田細田28番地8
TEL：019-659-3905
〈盛岡紫波支所〉
〒028-3605 矢巾町大字間野々第3地割160番地
TEL：019-697-3109
〈北岩手支所〉
〒028-4125 盛岡市好摩字上山3番地38
TEL：019-682-2661

盛岡地域センター

〒025-0025 花巻市下根子821番地
TEL：0198-23-5201

中部地域センター

〒029-0132 一関市滝沢字矢ノ目沢65番地60
TEL：0191-23-3072

磐井地域センター
〒028-6506 九戸村大字山屋第2地割25番地1
TEL：0195-41-1101

北部地域センター

〒020-0857 盛岡市北飯岡一丁目10番50号
TEL：019-601-7491

本所

〒023-0023 奥州市水沢字八反町52番地1
TEL：0197-25-6631

胆江地域センター
〒027-0203 宮古市津軽石第13地割488番地1
TEL：0193-67-2231

宮古地域センター

〒028-0542 遠野市早瀬町二丁目4番13号
TEL：0198-62-2556

東南部地域センター

［ホームページアドレス］

http://nosai-iwate.net/
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1
結

い
の

大
地

アクセスは
こちらから ▶︎

疲れた胃腸をいたわる冬のあったかスープ 

カブカブのポタージュ

カブ………………… 中4個
玉ネギ……… 4分の1個
ジャガイモ……… 中1個
サラダ油………… 大さじ1
牛乳………200 〜 300cc
水………………… 400cc
塩…………………… 適量
オリーブ油………… 少々

材料（4 人分）

野菜ソムリエプロ

朝
あさ

日
ひ

田
だ

　有
ゆ

可
か

奥州市在住で、「カフェレス
トランLOCABORE」店主。
「食べることは生きること」
をテーマに青果物の魅力を
楽しく発信するほか、出前
授業などの食育活動に取
り組む。農業共済新聞「岩
手版」でレシピ連載中。

作
り
方

ニンジンやゴボウな
ど、根菜類はポター
ジュの材料に適してい
ます。できるだけ皮は
むかずに丸ごと調理
すると、より栄養価
が高まります。また、
じっくり火を通すこと
がうまみアップのポイ
ントです。

❶
カ
ブ
を
洗
い
、
実
は
皮
付
き
で
い
ち
ょ
う
切

り
に
す
る
。
葉
は
細
か
く
刻
み
、
サ
ラ
ダ
油

（
分
量
外
）で
軽
く
炒
め
る
。
玉
ネ
ギ
と
ジ
ャ

ガ
イ
モ
は
皮
を
む
き
薄
切
り
に
す
る
。

❷
厚
手
の
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
と
玉
ネ
ギ
を
入
れ
て

弱
火
に
か
け
、透
き
通
る
ま
で
炒
め
る
。

❸
❷
に
カ
ブ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、水
50
㏄（
分
量
外
）

を
入
れ
、カ
ブ
の
角
が
取
れ
る
ま
で
炒
め
る
。

❹
水
を
入
れ
て
ふ
た
を
し
、
野
菜
が
煮
崩
れ
る

ま
で
約
20
分
弱
火
で
煮
る
。

❺
❹
の
粗
熱
を
取
り
、
ミ
キ
サ
ー
ま
た
は
フ
ー

ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
に
移
し
、
な
め
ら
か
に
な

る
ま
で
撹か

く
は
ん拌
す
る
※
。
ザ
ル
で
こ
し
な
が
ら

鍋
に
戻
し
入
れ
て
弱
火
に
か
け
、
牛
乳
を
加

え
て
お
好
み
の
と
ろ
み
具
合
に
仕
上
げ
、
最

後
に
塩
で
調
味
す
る
。

❻
器
に
盛
り
、オ
リ
ー
ブ
油
を
少
量
垂
ら
し
、❶

の
カ
ブ
の
葉
を
添
え
る
。

※
器
具
が
な
い
場
合
は
、ヘ
ラ
で
つ
ぶ
し
て
も
よ
い




